












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た こ と 、
神の言築に続いて直ちに精霊の言葉か語ら
れていること、
に 注 目 す べ き で あ ろ う 。


















客 人 大 明 神 と は 、
文 治 の 家 の 本 家 す じ に あ た る 大 橋 家 の 裏 手 に あ り 、
ある。







（ 『 覚 』 三八頁、
いずれも家の過去に閲する内容である。







し て そ れ
なるとともに、
精 霊 が 恐 れ る 必 要 の な い 存 在 で あ る こ と を 証 明 す
るものてもあっ亡。
も ち ろ ん 、



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(48) (17) (46) 
『鎚』「注釈・補注」
、
一頁
。
拙稿•前掲(5)、
三三三｛三三四頁。
『党
』
これは文治の家意識と家の過去への配慮に注目しているという点で、
四国まいりの背後に精裳への恐れがあっにとする私の推測を側而から支えてくれる。
「注釈・補注」、五0
頁
。
(15) 
真鍋、
前掲(14)、八六！八八頁。
筑波大学
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